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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 





測制御(Model Predictive Control : MPC)が，着目されるようになってきた。その中で











数を一定とするために，離散適応型ヒステリシス電流制御 (Discrete Adaptive 




タを主として紹介している。また、ベクトル制御(Vector Control, Field Oriented 
Control : FOC)や直接トルク制御(Direct Torque Control : DTC)などの従来から用いら
れている電動機駆動制御の文献調査や、これらの制御装置の特徴、および FS-MPC の
基本的な理論とそれぞれの長所短所についても紹介している。 
第２章では，FPGA に基づいた制御側開発装置及び HIL(Hardware-in-the-Loop )シ
ミュレーション手法について説明をしている。本論文で使用している Xilinx 社の
MATLB/Simulink 用ツールである System Generator for DSP (XSG)を用いた電動機
制御系の構築，設計した制御系を FPGA に実装し，Simulink 上のモデルで検証できる
HIL シミュレーションについて言及すると共に FPGA を用いて制御系を構築実装する
利点についての説明をしている。 





与え，FPGA の同期タイミングによる PMSM 速度制御系の過渡特性を検討している。 
第４章では，FS-MPC を用いた PMSM 駆動系の FPGA での実装手法についての提
案を行っている。３章で実装した制御系の内，電流制御部分にFS-MPCを適用し，FPGA
























題となる PWM 周波数の変動に対して，HCC と組み合わせることで一定周波数出力が
可能となることを提案しており，電動機駆動装置が広く用いられる産業界への貢献も期
待できる。 
 論文調査会や公聴会においても参加者から，ゲインの決定方法や定常偏差の減少方法，
応答速度の限界について等，種々の質問がなされたが，いずれも著者の説明により質問
者の理解が得られた。 
以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものと判断した。 
